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上 田 郷 友 会 の 歴 史

創
立
満
100
年
を
迎
え
て　
昭
和
60
年
２
月

滝　
澤　
勝　
人　

当
会
が
本
年
２
月
を
も
っ
て
創
立
満
100
周
年
を
迎
え
た
こ
と
は
慶
賀
す
べ
き

こ
と
で
あ
る
。
当
会
の
創
立
は
明
治
18
年
２
月
１
日
月
報
第
１
号
を
発
行
し
た

こ
と
に
始
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
よ
り
先
、
明
治
11
年
頃
よ
り
、｢

上
田
医
学

生
会
」｢

上
田
学
生
会
」｢
上
田
郷
友
会
」
又
は
「
上
田
学
生
親
睦
会
」
と
称
し

て
会
合
さ
れ
、
倒
れ
て
は
起
き
起
き
て
は
倒
れ
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
然

る
に
、
明
治
17
年
12
月
有
志
総
会
の
結
果
、｢

上
田
郷
友
会
」
を
設
立
す
る
こ

と
を
決
議
し
、
そ
の
規
約
を
制
定
す
る
と
共
に
、
明
治
18
年
２
月
１
日
月
報
第

１
号
を
発
行
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
会
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
爾
来
毎
月

月
報
を
発
行
す
る
と
共
に
、
例
会
を
開
き
、
本
年
２
月
を
も
っ
て
創
立
100
周
年

を
迎
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
当
初
は
学
生
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
会
員
が
社
会
に
進
出
し
て
か

ら
は
、
学
界
に
医
学
界
に
或
る
い
は
実
業
界
に
活
躍
し
、
著
名
な
学
者
、
医
師

或
る
い
は
実
業
家
を
輩
出
す
る
に
至
っ
た
。
例
え
ば
、
学
者
と
し
て
は
、
人
工

タ
ー
ル
癌
成
功
者
と
し
て
世
界
的
に
有
名
な
病
理
学
者
山
極
勝
三
郎
博
士
、
監

獄
学
の
草
分
け
で
あ
り
、
か
つ
社
会
事
業
家
と
し
て
有
名
な
小
河
滋
次
郎
法
学

博
士
、
更
に
創
立
後
入
会
し
た
会
員
中
に
は
事
業
家
と
し
て
甞
っ
て
私
鉄
王
と

し
て
そ
の
名
を
馳
せ
た
五
島
慶
太
氏
（
後
に
運
輸
大
臣
も
さ
れ
た
）、
戦
時
中
異

色
あ
る
名
士
と
し
て
は
、
金
井
章
次
医
学
博
士
が
あ
る
。
同
氏
は
甞
っ
て
満
鉄

に
招
か
れ
て
、
満
州
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
昭
和
６
年
満
州

事
変
が
勃
発
す
る
や
、
関
東
軍
に
住
民
の
独
立
国
家
建
設
を
進
言
し
、
軍
の
要

請
で
内
蒙
古
に
赴
き
、
徳
王
を
首
席
と
す
る
蒙
古
連
合
自
治
政
府
を
組
織
し
、

そ
の
最
高
顧
問
と
な
り
、
蒙
古
の
副
王
と
呼
ば
れ
た
人
で
あ
る
。
然
る
に
同
氏

は
軍
の
他
、
民
族
に
対
す
る
措
置
に
不
満
を
抱
き
、
昭
和
16
年
大
東
亜
戦
争
直

前
に
辞
職
し
帰
国
し
た
。
帰
国
後
、
郷
里
の
上
田
市
に
帰
り
、
終
戦
後
は
後
述

の
滝
澤
七
郎
氏
（
筆
者
の
父
）
の
上
田
郷
友
会
に
出
席
し
て
い
る
。

上
記
四
氏
の
内
、
山
極
勝
三
郎
博
士
、
小
河
滋
次
郎
博
士
は
、
何
れ
も
当
会

の
創
立
者
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
と
共
に
、
当
会
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た

宮
下
釚
太
郎
氏
の
名
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
氏
は
、
当
会
創
立
前
の
上
田

学
生
親
睦
会
に
18
歳
の
時
か
ら
関
与
し
、
そ
の
後
上
記
二
氏
と
共
に
、
当
会
の

創
立
に
当
た
ら
れ
、
創
立
後
は
幹
事
と
し
て
月
報
の
発
行
を
担
当
さ
れ
、
又
例

会
の
世
話
も
さ
れ
、
年
令
90
歳
に
達
し
、
群
馬
県
沼
田
町
に
引
退
さ
れ
る
ま
で
、

62
年
間
の
永
い
間
、
当
会
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
。
同
氏
は
当
会
の
た
め
に
一

生
を
終
始
さ
れ
た
と
申
し
て
も
過
言
で
は
な
い
。

宮
下
翁
が
幹
事
引
退
後
は
、
滝
澤
七
郎
が
月
報
発
行
担
当
幹
事
に
就
任
し
た

が
、
こ
の
頃
は
第
二
次
世
界
大
戦
が
激
し
く
な
り
、
昭
和
19
年
頃
は
例
会
場
で

あ
る
レ
イ
ン
ボ
ー
グ
リ
ル
は
連
峰
会
館
と
し
て
集
会
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
た

け
れ
ど
も
、
そ
の
会
合
を
開
く
こ
と
が
や
が
て
困
難
と
な
り
、
月
報
の
発
行
も

紙
の
配
給
不
足
の
た
め
、
一
時
休
止
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
は
、
名
簿
の
「
上
田
郷
友
会
の
起
源
及
沿
革
」
の
章
の
「
昭
和
18
年
３
月
以

降
の
事
」
の
項
の
前
後
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
度
い
。

昭
和
20
年
８
月
15
日
第
二
次
世
界
大
戦
は
終
戦
と
な
り
、
社
会
は
一
時
混
乱

し
た
が
、
上
田
郷
友
会
は
活
力
を
回
復
し
、
昭
和
20
年
12
月
２
日
東
京
丸
の
内

の
常
磐
屋
の
自
由
党
本
部
の
室
を
利
用
し
て
、
戦
後
第
１
回
の
例
会
を
開
い
た
。

こ
の
時
の
出
席
者
は
17
人
で
あ
っ
た
が
い
ず
れ
も
故
人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
21
年
３
月
に
戦
後
初
め
て
上
田
郷
友
会
月
報
と
し
て
、
現
在
の
四
頁
の
も
の

を
発
行
し
、
同
月
24
日
日
曜
に
上
田
市
新
町
の
滝
澤
七
郎
宅
に
て
茶
話
会
を
開

い
た
の
が
上
田
例
会
の
始
ま
り
で
、
爾
来
郷
里
部
例
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
又
月
報
は
従
来
「
上
田
郷
友
会
月
報
」
と
い
う
名
称
で
発
行
さ
れ
て
い

た
が
、
昭
和
23
年
６
月
よ
り
「
郷
友
信
濃
」
と
命
名
し
た
。
こ
れ
は
郵
税
が
１
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部
８
円
と
な
っ
て
い
た
の
を
第
三
種
郵
便
物
と
し
郵
税
１
部
４
円
と
す
る
た
め

で
、
会
員
組
織
で
な
く
、
会
費
で
も
な
く
、
一
般
販
売
と
の
理
由
に
よ
っ
た
も

の
で
、
従
っ
て
、
従
来
会
費
と
称
し
た
も
の
を
誌
代
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
然
し
月
報
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
発
行
部
数

は
千
部
以
上
あ
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
た
め
、
会
員
増
強
に
尽
力
し
、
こ
の
頃

の
会
員
数
は
１
、３
０
０
余
名
と
な
り
、
当
会
創
立
以
来
最
多
数
の
会
員
を
擁

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
38
年
１
月
11
日
月
報
発
行
担
当
幹
事
滝
澤
七
郎
が
死
亡
し
、
子
息
の
滝

澤
勝
人
が
そ
の
後
を
継
ぎ
、
現
在
月
報
発
行
担
当
幹
事
を
し
て
い
る
。

今
や
、
当
会
は
創
立
満
100
周
年
を
迎
え
る
に
当
り
、
こ
の
光
輝
あ
る
歴
史
を

東
京
や
郷
里
部
の
会
員
の
み
な
ら
ず
、
全
国
及
び
北
米
支
部
の
会
員
全
部
の
意

識
の
中
に
徹
底
し
て
戴
く
た
め
に
は
、
記
念
史
の
発
行
が
最
も
適
当
と
思
わ
れ

た
が
、
そ
の
執
筆
者
が
見
当
た
ら
ず
、
仮
に
見
当
っ
て
も
時
間
的
に
間
に
合
わ

な
か
っ
た
の
で
、
当
会
の
名
簿
掲
載
の
「
上
田
郷
友
会
の
起
源
及
沿
革
」
は
、

歴
史
と
し
て
は
断
片
的
で
あ
る
が
、
一
種
の
歴
史
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

	
―

創
立
100
周
年
発
行
の
名
簿
の
記
事
よ
り―

　


